
 

第２学年 総合的な学習の時間（人権）学習指導案 
１ 主 題  人権の尊重 ～誰一人取り残さない社会をつくるために～ 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

  SDGsを人権の視点から考えさせることを通して，人権感覚を磨き，社会の一員として互いの人権を尊重するた

めに行動しようとする意欲や態度を育てる。 

４ 指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同和問題について考えよう 
・手紙－夕やけがうつくしい

（学級活動）２時間 

部落差別によって文字を奪わ

れた北代さんの手紙を通じて，識

字学級が具体的な部落差別の解

消への手立てとなっていること

や学ぶことと現実生活の関わり

を考えさせる。 

ESD学習【全体学習】 
・１枚の写真にひそむ人権  

（総合的な学習の時間）１時間 
絵本『わたしのせいじゃない』の巻末

写真にひそむ SDGs と人権課題との関連
に気付き，発表することを通して，人権
とSDGsへの意識付けをする。 

 
・身の回りのSDGs 

（総合的な学習の時間）２時間 
生徒一人一人が新聞記事等の資料から

SDGs17 項目に関する取組や課題を見つ
けだすことを通して，SDGsを身近なもの
や自分事として捉える意識付けをする。 
 
・キーワードマッピング 

（総合的な学習の時間）２時間 
各生徒が収集した資料や「身の回りの

SDGs」の活動で発見した取組や課題から
キーワードを整理させ，17項目にひそむ
人権課題へと意識を向けさせていく。 
 
・各班の研究テーマ決定 

（総合的な学習の時間）１時間 
 

・個別テーマレポート作成  
（総合的な学習の時間）２時間 

 
・各班別テーマポスター作成 

（総合的な学習の時間）４時間 
 
・中間報告  

（総合的な学習の時間）２時間 
SDGs の各項目にどのような人権課題

がひそんでいるのかについての発表を基
に，意見交換することを通して，SDGsの
各項目と人権課題とのつながりを多面的
に考えることができるようにさせる。 
 
・ポスターセッション  

（総合的な学習の時間）２時間  

（本時２/２） 

SDGsの目標が，人権を尊重し合う社会
の実現に密接に結び付いていることに気
付かせ，人権を尊重する社会の実現に向
けて行動しようとする意欲を高めさせ
る。 
 
・中高合同発表会 

（総合的な学習の時間）２時間 
 中高合同の発表を通して，SDGsの各項
目と人権課題とのつながりを多面的に考
えることができるようにさせる。 

仲間づくり 

・みんなでとんだ！ 

（道徳科）１時間 

Ｂ－（８）友情，信頼 

 

互いを理解し，励まし合って友

情を深めようとする意欲を育て，

一人一人の個性を大切にできる

仲間づくりにつなげる。 

いじめについて考えよう 

・あの子のランドセル 

        （道徳科）１時間 

Ａ－（１） 

自主，自立，自由と責任 

・私のせいじゃない  

（道徳科）１時間 

Ｃ－（11） 

公正，公平，社会正義 

 

正義と公正さを重んじ，自主的

に考え，判断し，自ら責任をもっ

て行動しようとする態度を育て

る。 

公共の福祉について考えよう 

・宝塚方面行き－西宮北口駅     

（道徳科）１時間 

Ｃ－（10）遵法精神，公徳心 

 

自分の仲間を大切にする行動

を多面的・多角的に捉えるととも

に，公共の場での適切な言動を考

え，公徳心をもって行動しようと

する態度を育てる。 

平和学習 

・徳島大空襲（新聞コラム） 

（学級活動）１時間 

・講演会「徳島大空襲と戦時下の

学校生活」【全体学習】  

（総合的な学習の時間） 

２時間 

・太平洋戦争と徳島 

（阿波っ子タイムズ） 

（学級活動）２時間 

徳島大空襲時とその後の生活

についての実体験を聴くことを

通じて，命や平和の尊さを意識さ

せる。 

人権の歴史 

・日本の人権獲得の歴史 

  鎌倉時代～江戸時代 

（学級活動）２時間 

中世・近世の被差別身分の人々

の生き方や，社会の中にあったケ

ガレ意識という視点から考えさ

せる。 

人権とは 

（学級活動）１時間 

日本国憲法で保障されている

基本的人権を知り，今もなお差別

が残る社会に，どのような行動が

求められているのかを考えさせ

る。 

障がい者について考えよう 

・左手でつかんだ音楽 

（道徳科）１時間 

Ａ－（４） 

希望と勇気，克己と強い意志 

 

困難に負けない強い意志，より

高い志をもち続け，自分の将来に

向け自己の人生を切り開いてい

こうとする態度を育てる。 

人権の尊重について 

考えよう 

・学級目標を達成するために 

（学級活動）２時間 

SDGs 達成に向けた企業の取組

と学級目標の達成のための取組

は，互いに人権の尊重に基づいて

いるということに気付き，学級目

標の達成に向けて行動しようと

する態度を育てる。 



 

 

５ 本時の学習 

（１）目 標 

   ポスターセッションを通して，SDGs達成のための取組が人権を尊重し合う社会の実現に密接に結び付いて

いることに気付かせ，人権を尊重するために行動しようとする意欲を高める。 

 

（２）普遍的な学習のテーマ  人権の尊重 

 

（３）展 開 

学 習 活 動 指導上の留意点 

１ 本時の目標を理解する。 

 

 

 

 

２ ポスターセッションにより，各班の取組を発表す

る。 

 

 

３ 誰一人取り残さない社会をつくるためには，どの

ようなことが必要なのかを考える。 

 

 

 

４ 誰一人取り残さない社会をつくるために，自分は

どのようなことができるのかを考える。 

○前時の発表を想起させ，本時の学習を方向付ける。 

 

 

 

 

○SDGsにひそむ人権課題と，その解決に向けた人々

の取組を意識させ，人権に関する気付きを共有さ

せる。    

 

○各班の発表を振り返らせ，誰一人取り残さない社会

のためにどのようなことが必要なのかを考えさせ，

SDGs 達成のための取組が人権を尊重する社会の実

現に密接に結び付いていることに気付かせる。 ①                 

 

○SDGs を達成しようとする行動が人権を尊重するた

めの行動であり，社会の一員としてSDGsの達成の

ためにできることを考えさせる。                                                              ②          

 

（４）評 価    

   ・SDGsの各目標と人権を尊重する社会の実現が密接に関連していることを理解できたか。 【知識的側面】①  

・誰一人取り残さない社会をつくるためのSDGs達成のために，人権を尊重した行動によって自分事として関 

わろうとする意欲を高めることができたか。                  【価値的・態度的側面】② 

 

 

 

誰一人取り残さない社会をつくるために，どのようなことができるのだろうか。 


